
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生徒の学びの様子】 

・自分の考えを積極的に言語化し、表出することができた。 

・画面上で互いの意見を共有することで、自分の考えとの違いに気付き、考え

を深めることができた。 

・Classroom で板書写真を共有することで、板書にかかる時間が減り、学習課

題に取り組む時間を確保できた。 

・授業時間外に Classroom 内で意見交換することで、学習内容を振り返り、

学習内容の理解に繋がった。 

【五十嵐先生から】 

 使い方について不安がありながら

のスタートでしたが、生徒と一緒に試

行錯誤してよりよい使い方を見出すこ

とができました。積極的に使ってみる

ことの必要性を実感できました。 

 

 

 

令和３年１０月１１日 

Ｎｏ１ 

ＩＣＴ環境研究開発委員会 

（文責 鈴木瑞穂） 

ＩＣＴ通信では、先生方のＩＣＴを活用した授業実践をご紹介します。日々の

授業づくりやＩＣＴ活用の参考になれば幸いです。 

今回は、五十嵐圭典先生が活用されている『Jam board』をご紹介します。 

デジタルホワイトボード 

『Jam board（ｼﾞｬﾑﾎﾞｰﾄﾞ）』 

 

『Jam board』は、話合い活動に活

用できると思います。今後、児童生徒

にアカウントが配当されるので、ぜひ

使ってみてください。詳しく知りたい

方は、五十嵐先生、鈴木瑞穂まで。  

図が貼り付けら

れます。 

付箋を貼れます。 

５色あります。 

リアルタイムで同時

編集ができます。 

文字が書けます。 

色も変更できます。 

 
 

 
 

ＩＣＴ通信 


